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【
議
案
第
76
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

〈
水
道
部
関
係
〉

　

繰
出
金
５
億
３
，８
０
４

万
６
千
円
は
、
議
案
第
77
号

の
繰
入
金
に
伴
う
も
の
。
人

件
費
の
減
・
消
費
税
納
付
の

公
課
費
の
増
、
及
び
企
業
会

計
へ
の
移
行
に
向
け
、
経
常

経
費
の
縮
減
を
図
る
た
め
、

簡
易
水
道
事
業
債
の
任
意
繰

上
償
還
金
の
増
に
よ
る
も
の
。

【
議
案
第
77
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

公
債
費
の
元
金
４
億
５
，

３
１
９
万
７
千
円
は
、
利
率

２
・
１
０
〜
２
・
１
５
％
の

財
政
融
資
資
金
借
入
金
分
の

任
意
繰
上
償
還
を
実
施
す
る

も
の
。
利
子
８
，
６
１
３
万

３
千
円
の
増
は
、
任
意
繰
上

償
還
に
よ
る
補
償
金
９
，１

０
１
万
４
千
円
の
増
と
、
償

還
金
利
子
４
８
８
万
１
千
円

の
減
。

　
　
　
　
繰
上
償
還
に
伴
う

補
償
金
が
あ
る
が
、
繰
上
償

還
し
な
い
場
合
と
ど
れ
く
ら

い
違
う
の
か
。

　
　
　
　
移
行
後
の
経
営
状

況
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
繰

上
償
還
で
年
間
約
１
億
円
の

支
出
軽
減
が
見
込
め
る
。

　
　
　
　
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
て
償
還
し
て
い
る
が
、

残
が
約
50
億
あ
る
。
企
業
会

計
移
行
後
は
水
道
会
計
の
ほ

う
で
は
大
変
と
思
う
が
、
償

還
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
詳
し
く
説
明
を
。

　
　
　
　
簡
水
債
35
億
、
過

疎
債
18
億
、
辺
地
債
４
千
万

で
あ
る
。過
疎
債
・
辺
地
債
は
、

一
般
会
計
で
の
借
り
入
れ
で

あ
り
、
一
般
会
計
の
ほ
う
で

払
っ
て
も
ら
う
よ
う
財
政
課

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
35
億
は
企
業
会
計

で
償
還
し
て
い
く
よ
う
だ
が
、

償
還
計
画
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
、
ま
だ
財
政
と
話
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
合
併
し
た
市
で
は
、

人
件
費
を
補
助
金
で
、
一
般

債
を
一
般
会
計
で
と
い
う
状

況
も
あ
る
の
で
、
今
後
財
政

課
と
協
議
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
ほ
か
に
収
入
が
な

く
水
道
会
計
は
厳
し
い
わ
け

だ
が
、
受
益
者
負
担
、
水
道

料
金
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
料
金
問
題
は
、
議

員
か
ら
の
提
案
を
含
め
、
超

過
料
金
・
基
本
料
金
等
も
う

一
回
見
直
す
こ
と
も
考
え
て
、

来
年
度
以
降
、
料
金
改
定
に

向
け
て
協
議
を
進
め
る
。　

　
　
　
　

特
に
議
案
第
77
号

で
出
さ
れ
た
質
疑
、
議
論
、

提
案
事
項
に
つ
い
て
は
、
真

摯
に
受
け
止
め
、
企
業
会
計

へ
の
移
行
後
の
運
営
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
最
善
の

努
力
を
し
て
頂
き
た
い
。

【
議
案
第
79
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
１
４
０
万
円
の
増
額

の
１
件
で
あ
る
。

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
田
利
春
委
員
長
）

議
案
３
件
を
原
案
可
決

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

答
弁

答
弁

答
弁

平
成
29
年
５
月
16
日
㈫
〜
18
日
㈭

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
報
告

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
報
告

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　

今
回
は
、
宮
城
県
南
三
陸

町
を
中
心
に
、
近
隣
の
施
設

を
合
わ
せ
て
視
察
し
た
。

「
秋
保
工
芸
の
里
」（
仙
台
市
）

　

本
市
の
廃
校
活
用
事
業
と

し
て
、
旧
白
木
野
小
を
「
ア

ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・
シ
ラ
キ
ノ
」

と
し
て
、
芸
術
分
野
で
の
利

用
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
仙
台
市
秋
保
町
に

あ
り
、
現
在
９
名
の
工
芸
家

が
、
こ
の
里
で
暮
ら
し
な
が

ら
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る

当
地
を
視
察
し
た
。

「
さ
ん
さ
ん
館
」（
南
三
陸
町
）

　

閉
校
し
た
小
学
校
を
活
用

し
、
14
年
前
に
、
卒
業
生
を

中
心
に
12
名
で
組
合
を
立
ち

上
げ
、
地
元
食
材
を
提
供
す

る
宿
泊
施
設
及
び
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
の
場

と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

　

従
業
員
の
方
が
、
成
り
立

ち
か
ら
現
在
ま
で
の
紆
余
曲

折
を
、
丁
寧
に
説
明
し
て
下

さ
り
、
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。

　「
南
三
陸
町
役
場
及
び
再
建

し
た
戸
倉
小
学
校
、
戸
倉
保

育
所
、
災
害
公
営
住
宅
、
旧

戸
倉
中
学
校
を
再
整
備
し
た

戸
倉
公
民
館
」

　

町
役
場
で
は
、
多
忙
に
も

関
わ
ら
ず
、
佐
藤
町
長
を
始

め
、
議
長
、
教
育
長
ほ
か
、

大
勢
の
職
員
に
出
迎
え
て
い

た
だ
き
、
恐
縮
す
る
と
共
に

い
た
く
感
激
し
た
。

　

防
災
や
発
災

時
か
ら
の
復
興

に
関
す
る
説
明

に
つ
い
て
は
、

未
曽
有
の
大
災

害
で
あ
り
、
そ

の
被
害
の
激
甚

さ
、
悲
惨
さ
、

ま
た
復
興
の
方

法
や
規
模
の
大

き
さ
等
、
本
市

に
鑑
み
て
参
考

に
す
る
と
い
う

類
の
話
で
は
な

く
、
傾
聴
す
る

と
い
う
感
覚
で

あ
っ
た
。

　

た
だ
、
学
校

現
場
に
於
け
る
防
災
教
育
・

訓
練
に
関
し
て
は
、
各
々
の

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
多

少
、
内
容
は
異
な
る
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
本
質
的
な
も
の

は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
、
全

国
の
学
校
現
場
で
参
考
に
す

べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
私
た

ち
の
南
島
原
市
に
も
、
参
考

に
な
る
取
り
組
み
も
幾
つ
か

あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
本
市

の
施
策
に
活
か
せ
る
よ
う
提

案
、
提
言
し
て
い
き
た
い
。南三陸町　佐藤町長歓迎挨拶

委
員
長


